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（1）　事業所名及び代表者名

有限会社　大洋企業

代表取締役　橋本　昌賀

（2）　所在地

本社 熊本市南区川口町１９０７番地３

駐車場 熊本市南区川口町１９０７番地１

資材置場 熊本市南区川口町１９０８番地３

熊本市南区川口町１９０５番地１

（3）　環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

環境管理責任者

環境事務局

連絡先 TEL : ０９６－２２３－０２８９

FAX : ０９６－２２３－０３８９

（4）　事業内容

● 建設業の許可 許可番号 　熊本県知事　特-5　第11663号

　事業活動内容 　　総合建設業

土木工事業、　解体工事業、　舗装工事業、　石工事業、

とび・土工工事業、　塗装工事業、　水道施設工事業、

鋼構造物工事業、　しゅんせつ工事業、　

● 建設業の許可 許可番号 　熊本県知事　般-5　第11663号

　事業活動内容 　　建築工事業

● 産業廃棄物収集運搬業 許可番号 　第003403号

（5）　事業規模

設立 平成　元年　２月　１日

資本金 ２,０００万円

完成工事高 ４６３，０００千円

従業員数 ２１人

事業年度 ８月決算（９月～翌８月）

（６）　事業規模認証登録範囲

全社　　解体工事業、土木工事業、建築工事業、産業廃棄物収集運搬業

　１.　組 織 概 要
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事業内容 産業廃棄物収取運搬業

≪産業廃棄物収集運搬業≫

許可番号 熊本県　第003403号

許可年月日 年 月 日

有効年月日 年 月 日

産業廃棄物の種類

車両・建設機械

（下請け工事で受託した収集運搬量）

（自社運搬の収集運搬量）

84ｔ

18ｔ

7,781ｔ

48ｔ

83ｔ

1ｔ

34ｔ

　　　　　　　　　対象年月
　品目

コンクリート殻

アスファルト殻

その他がれき(安定型)

ガラス・陶磁器くず

廃プラ類

混合（中間処理）

木くず

繊維くず

廃石膏ボード

2022～23年

(9月～8月)

14,476ｔ

240ｔ

72ｔアスファルト殻

建設混合廃棄物

廃プラスチック

繊維くず

94ｔ

7ｔ

86ｔガラス・陶磁器くず

42ｔ

5ｔ

　　　　　　　　　対象年月
　品目

2022～23年

(9月～8月)

コンクリート殻 465ｔ

302ｔ木くず

廃石膏ボード

その他がれき類 394ｔ

（３） 産業廃棄物収集運搬の品目

乗用車（現場用） ２台 ４ｔダンプ ６台

１０ｔ台車 1台 ２ｔダンプ ３台

８ｔ台車 1台 バックホウ ８台

（注記）積替え保管はなし

（２）

乗用車（事務所用） ５台 １０ｔダンプ 1台

ガラスくず、コンクリートくず及び陶磁器くず 〇 〇

がれき、ばいじん 〇 －

ゴムくず、鉱さい 〇 －

金属くず 〇 〇

紙くず、木くず、繊維くず 〇 －

動植物性残差 〇 －

廃油、廃酸、廃アルカリ － －

廃プラスチック類 〇 〇

水銀使用製品
産業廃棄物

燃え殻 〇 －

汚泥 〇 〇

令和 9 2 27

取り扱う産業廃棄物の種類
（特別産業廃棄物を除く）

石綿含有
産業廃棄物

産業廃棄物処理業者向けガイドライン情報開示

（１）

令和 4 6 2

-2-



　【 環 境 理 念 】

基本理念　 私たちは、事業活動のあらゆる面で地球環境の保全や

環境負荷の低減をはかり、 地域の活力が最大限に発揮される持続可能な社会を

積極的に取り組みます。

　【 環 境 行 動 方 針 】

１.　当社の事業活動に関する次の項目を重点項目として継続して取り組みます。

①　電力及び燃料等の消費量の削減・管理

②　一般廃棄物及び産業廃棄物排出量の削減・管理（分別及び発生抑制を考慮）

③　水の使用による排水量の削減・管理

④　環境に配慮した施工（騒音・振動・粉塵防止など）

２.　環境関連法規等を遵守します。

３.　全従業員で、地域貢献活動し環境活動に取り組む

４． PDCAを回し、環境経営の継続的改善に取り組みます。

制定日

改訂日

  有限会社　大洋企業
代表取締役　橋本　昌賀

　３.　環 境 経 営 方 針

令和5年5月24日

令和5年9月1日
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● 環境経営方針を定める
● 環境管理責任者、ＥＡ２１事務局員を任命
● 資源（人材・技術・資金）を準備
● 全体の取組状況に関し評価、見直し

● 環境経営システムを構築・実行し、運用
● 環境経営目標、環境経営計画の策定
● 教育、訓練の計画、実施
● 実績結果を代表者に報告

● 環境管理責任者を補佐、文書の作成及び事務管理
● 社内・外からの環境情報の収集と伝達
● 教育の実施
● 全体計画の立案

● 環境経営計画の実施
● 実施状況の確認、記録

● 工事現場の環境管理の推進
● 実施状況の確認、記録

● 決められたことを守り、自主的・積極的に

環境活動へ参加する

３か月に１回開催し、環境経営目標及び
環境経営計画の実施状況を審議

EA21事務局

総務部

工事部

全従業員

E
A
2
1
環
境
管
理
委
員
会

工事部

　２.　実 施 体 制

代表者

橋本　昌賀
実
施
体
制
図

環境管理責任者
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実績

(基準値)

2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

年間 （1％削減） (2％削減) (3％削減)

2021年9月 2022年9月 2023年9月 2024年9月

2022年8月 2023年8月 2024年8月 2025年8月

電気のCO2排出係数は、九州電力の2021年度調整後排出係数0.385kg-CO2/kWhを使用した。

3　社会貢献・清掃活動の実施 回 2 2 3

13,077 12,943
（リサイクル促進）

　水使用量の削減 ｍ3 675 668 662

　建設産業廃棄物搬出量の削減
ｔ 13,344 13,210

655

24,861
（リサイクル促進）

　軽油使用量の削減

55,561 55,000

トラック L 24,375

　一般廃棄物搬出量の削減
ｔ 25,630 25,374 25,117

11,083

24,131 23,887 23,643

重機 L 56,122 54,438

　ガソリン使用量の削減 L 11,426 11,312 11,198

211,444

　 電力使用量の削減 ｋWｈ 4,816 4,768 4,720 4,672

　 二酸化炭素排出量の削減 kg-CO2 217,984 215,804 213,624

　４.　中期環境経営目標（２０２２年～２０２４年）

環境経営目標

環境経営目標 単位

計画的配車 計画的配車－  収集運搬の効率管理 － 計画的配車
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　電気不必要時の消灯 毎日 経理部 ◯

１.　 　OA機器、空調機の退社時の電源オフ 毎日 経理部 ◯

　　電気使用量の削減 　空調機の室内温度設定（実施の徹底） 毎日 経理部 ◯

　空調機フィルターの定期清掃 3ヶ月1回 社員一同 ―

　ブラインドに使用による室温の上昇防止 夏季 経理部 ◯

　節電表示の徹底 毎日 経理部 ◯

　エコドライブの推進・徹底

２.　 （急発進・急停車の防止・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ）

　　ガソリン使用量の削減 　低燃費車両への交換 将来 環境責任者 ―

　車両点検の実施

（車の状況・タイヤ空気圧チェックなど）

　エコドライブの推進・徹底

３.　 （急発進・急停車の防止・ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞｽﾄｯﾌﾟ）

　　軽油使用量の削減 　低燃費車両への交換 将来 環境責任者 ―

　車両点検の実施

（車の状況・タイヤ空気圧チェックなど）

　車両系建設機械始業前点検（月例点検） 随時 工事部 △

　車両系建設機械エコドライブの推進・徹底

（アイドリンクストップ・経済運転など）

　車両系建設機械　低排出ガス対策型機 適時 環境責任者 ―

　コピー用紙の再利用（裏紙利用） 毎日 経理部 ◯

４.　 　廃棄物の品目ごとにコンテナ・フレコンなどを

　　廃棄物のリサイクル化と 　設け分別を徹底

　　廃棄物搬出量の削減 　リサイクル促進

　（一般・産業廃棄物共通） 　　（建設副産物リサイクル）

　マニフェスト伝票の適切な管理

　　（委託契約書徹底）

　優良認定処理業者への持込徹底 適時 工事部 ◯

５. 　節水ステッカー表示

　　水使用量の削減 　節水工夫（出しっぱなし禁止など）

６.　 　ボランティア活動の実施

　　地域貢献 　　（道路清掃・地域活動など）

　川口小学校への図書寄贈 年1回 代表者 ◯

毎日

毎日

年2回

社員一同

工事部

工事部

経理部
社員一同

社員一同

社員一同

工事部

毎日

毎日

毎日

毎日

適時

毎日

工事部

社員一同

毎日 工事部

　５.　環境活動計画及び実施状況評価

環境活動項目

△

◯

△

◯

△

具体的な活動 頻度
実施

責任者
評価 コメント

△

◯

◯

◯

◯

全機械交換済

混合廃棄物無くす　　心
がけ実施中

事務所の周りの週一　清
掃実施

昼休みの消灯実施

事務所ガラスフィルムを
張る

猛暑が続き出来なかった

営業車数台を車両交換

オイル交換・タイヤの空
気圧・交換を徹底
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2022年度：２０２２年９月　～　２０２３年８月

2021年度

実績 目標値 目標

基準値 （-1％） 達成度

判定基準：　〇　100%以上　　△　80%以上、100%未満　　×　80%未満（是正処置の対象）

※1　基準年は、熊本市と連携し古民家（空き家）解体や草刈りのボランティアがあり、大量の一般廃棄物を排出した。今運用年度はボランティア

　　　　活動がなかったために、目標と実績に乖離が生じた。

0% 〇
目標は達成できた
工事現場付近の清掃活動を実施した。

　社会貢献・清掃活動の実施 回 2 2 2

669 100% 〇

目標はほぼ達成できた
天候不良、雨天時が多く自社トラックは広告塔
でもあるため、車輌洗車によるものが原因
今後は洗車頻度の見直しを図る

　建設産業廃棄物搬出量の削減

ｔ 13,344 13,210

（リサイクル促進）

　水使用量の削減 ｍ3 675 668

5,607

59,647 93% △
目標は未達成だった
日々のアイドリングストップ等ちょっとした意識改
革の成果とみている
取り組み内容は継続していく

141% 〇

目標を大きく達成した
特殊事情あり⇒欄外注記に記載※1
引き続きリサイクル促進活動を実施していく
取り組み内容は継続していく

236% 〇
目標は達成した
工事からの排出量が減少した
引き続きリサイクル促進活動を実施していく
取り組み内容は継続していく

　一般廃棄物搬出量の削減

ｔ 25,630 25,374 18,000

（リサイクル促進）

75% ×

目標は未達成だった
営業活動への注力並びに現地調査等、
長距離の車両使用頻度が高く使用量が
増大した
取り組み内容は継続していく

　軽油使用量の削減

トラック L 24,375 24,131 26,798 90% △

目標は未達成だった
日々のアイドリングストップ等ちょっとした意識改
革の成果とみている
取り組み内容は継続していく

重機 L 56,122 55,561

　ガソリン使用量の削減 L 11,426 11,312 15,159

83% △

社屋屋根面に太陽光パネルを設置したことよ
り、使用量の大幅削減を図ることが出来た
ガソリン、軽油が増加し、目標未達成だった
取り組み内容は継続していく

　 電力使用量の削減 kWｈ 4,816 4,768 3,727 128% 〇

目標を達成した
社屋屋根面に太陽光パネルを設置したことよ
り、使用量の大幅削減を図ることが出来た
取り組み内容は継続していく

　 二酸化炭素排出量の削減
kg-CO2 217,984 215,804 259,630

　６.　短期環境経営目標の実績及び

　　　　　　　　その評価と今後の取組内容

取組期間　：

単位
評価及び

今後の取組内容
実績 判定

2022年度
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７．環境活動・取組実績
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　建設業に適用される主な環境慣例法令等は以下の通りであり、環境法規制を遵守してます。

遵守評価日：2023年9月10日

産業廃棄物収集運搬業者・処理業者の許可の確認 1回/年 ◯

排出事業者・処理業者との委託契約書締結 契約時 ◯

マニフェスト伝票の発行・管理・保管（5年間） 処理時 ◯

多量搬出事業者の報告（1000ｔ/年） ◯

産業廃棄物管理票交付等状況報告の提出 ◯

産業廃棄物運搬車の表示 ◯

産業廃棄物運搬車マニフェスト伝票の携帯 ◯

建設工事に係る資材の再資源化等に

特定建設資源（ｺﾝｸﾘｰﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄと鉄からなる

　　　　建設資材・木材・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘｰﾄ）使用

解体工事（80㎡以上）

修繕・模様替工事（1億円以上）その他工作物に

　関する工事（土木工事等　500万円以上）

特定施設の事前届出書提出（30日前） ◯

地域特性の騒音基準の遵守 ◯

特定施設の事前届出書提出（30日前） ◯

地域特性の振動基準の遵守 ◯

大気の汚染に関する遵守

水質の汚濁に関する遵守

騒音等に関する遵守

悪臭等に関する遵守

地球環境保全対策の遵守

日常生活における環境負荷の低減の遵守

土壌汚染の状況の把握　＊地下タンク有無の事前調査 随時 ―

第一種特定製品の設置の有無を確認 対象時 ◯

第一種特定製品有無の事前調査 対象時 ◯

建設機械車内エアコンの点検 ３ヶ月毎 ◯

特定家庭用機器のリサイクルを推進 対象時 ◯

　遵守評価の結果、環境法規の違反はありません。関連機関からの指導や苦情及び訴訟もありません。

家電リサイクル法

熊本県環境保全条例

頻度等

対象時

対象時

運搬時

1回/年

建設リサイクル法

騒音規制法

振動規制法

廃棄物処理法

関係法令名 適用内容

新築・増築工事（500㎡以上）

土壌汚染対策法

フロン排出抑制法

評価

◯

◯

　8.　環境関連法規の遵守状況

◯
関する届出必要

対象時

対象時

◯
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　全体評価と見直し

　環境問題への対応は従来から取組んで来ましたが、数字化された環境負荷

及びその原因となる現状を正確に把握することができ、これをスタートとし

環境問題への対応を社会的責務であることを認識し自ら設定した計画を実施

出来なかった項目については、具体的な目標を毎年設定し、社員教育を徹底したい。

　産業廃棄物についてはより一層適正な処理に取り組み、仕分け作業の

効率化に努め、分別を細分化し3Ｒ（スリーアール）物を大切に使いごみを減らし、

使えるものを繰り返し使い、廃棄物を資源として再び利用することを忘れないで

全社員で協力・改善・創意工夫を積極的に努めて参ります。

　　　2023年10月15日

  　有限会社　大洋企業

代表取締役　橋本　昌賀

各担当者は全社員と取組む。
継続する。

　9.　代表者による全体評価及び見直し

評　　価 見直し・指示

環境経営方針
事務職・作業員に周知が足り

ていない部分。
周知徹底。

目標を決め周知し改善。
一人一人の心がけを再度認識させる。

継続する。

環境経営目標及び
環境経営計画

全員で取り組む姿勢が見えて
きた。改善に向けて活動を推

進する。

エコ活動は身につけるので
継続して活動を行う。

継続する。

実施体制 実施体制は確立している。
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